
経営比較分析表（令和6年度決算）
熊本県上天草市　上天草総合病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 自治体職員 149 46 - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 24 対象 ド 透 訓 救 臨 へ 災 輪 - - 195 【】

- 年度 - 年度 - 年度

43 185

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

23,592 11,805 - 第１種該当 １０：１ 142

Ⅰ 地域において担っている役割
　信頼される地域医療を病院理念とし、地域のかかりつけ医機能
も含め、へき地・小児・救急・災害の政策医療を実施、過疎地域
における地域に根ざした医療を提供している。さらに熊本県との
協定に基づき、新興感染症発生時は市内で唯一の入院受入れ先医
療機関として近隣の医療機関と連携を行い、地域住民が安心して
生活を送ることができるような地域における医療提供体制を構築
している。
　また、付属施設である健康管理センター、訪問看護ステーショ
ン、介護老人保健施設、在宅、居宅介護支援サブセンター、教良
木診療所を有し、医療はもとより予防・介護・在宅までをカバー
し、地域住民が住み慣れた地域で暮らせるよう、地域包括ケアシ
ステムを実践しその役割を担っている。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 105.1 99.5 102.5 109.7 101.3当該値 110.6 110.6 107.5 103.6 93.4 当該値 82.0 78.7 78.4 79.1 73.0当該値 102.0 96.6 99.5 107.0 98.7

平均値 80.7 82.2 81.7 81.0 79.7平均値 100.6 105.9 104.3 96.3 93.0 平均値 65.8 65.0 63.3 64.7 67.9平均値 77.1 78.6 78.1 77.5 76.0

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　令和6年度決算においては人件費増加による経常収支比率の落ち
込みがみられるが、令和6年度人事院勧告によるところが大きな要
因である。それに伴い、医業収支比率についても令和5年度と比較
すると大きな減少となっているが、類似団体平均より高い指標を
変わらず維持している。
　医業収支は令和6年度診療報酬改定により令和5年度と比較する
と入院単価は増加しているものの、病床利用率の低下の影響によ
り入院収益は減収、外来も患者数が減り減収のうえ、前述の人件
費の増加により修正医業収益比率は100％を下回った。
　物価の高騰により材料費の支出増が想定されたが令和5年度と比
較すると減少していた。
　令和5年度度解消した累積欠損金は令和6年度赤字決算により再
び発生している。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 　有形固定資産及び器械備品減価償却率は類似病院平均値と比べ
ると低い水準で推移しており耐用年数に応じた改修、入替が実施
できており地域の状況に応じた医療の質の確保ができている。
　１床あたりの有形固定資産は全国平均を大きく下回っているが
地域の実情に応じた医療器械、施設整備を計画的に実施してい
る。

R06 R02 R03 R04

13.3 13.7 14.9 13.8 13.764.1 当該値36,821 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 37,855 39,289 40,846 41,075

64.8 63.4 62.8 57.77,877 7,977 8,560 8,112 7,926 当該値

11,234 11,512 11,831 11,652

当該値 31,315 31,445 30,727 35,576

18.1

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和2年度から令和5年度まで継続していた経常収支黒字も令和6
年度決算にて途切れてしまった。主な要因としては人件費の増加
による給与費の増加、患者数の減少による入院、外来収益減少が
考察できる。物価高騰とそれに伴う人件費の増加による先行きが
見えない状況が続く中、持続可能な事業経営を目指すために病床
規模を縮小し、急性期から回復期機能を強化した病床形態の変
更、病床稼働率の上昇、外科医を中心とした医師確保を課題とし
て引き続き取り組んでいく。
　また、現在の場所へ移転して33年が経過し、耐用年数も法定年
数に近づきつつある中、安定的な病院経営を行うためには、今後
も医療機器、施設設備への投資を行い、安心できる療養環境の整
備はもとより、地域医療構想に基づいた経営形態見直しも視野に
入れた天草医療圏の実情に応じた経営形態を模索していかなけれ
ばいけない。
　今後も信頼される地域医療を経営理念に掲げながら地域住民が
安心して生活できる医療提供体制構築を目指していく。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

69.2 平均値 17.5 17.3 17.9 18.011,744 平均値 68.5 67.1 66.9 68.141,859 平均値

R05 R06

当該値 24.8 12.5 2.9 0.0 6.9 当該値 51.1

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

39,317,215 39,659,856 39,753,718 39,633,205

平均値 124.2 121.6 118.9 121.9 114.5

66.4 65.6 67.0 65.2 当該値 39,296,82650.2 51.8 54.2 55.7 当該値 79.5

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 42,806,727 43,530,781 44,196,357 45,484,013 48,248,884平均値 72.9 73.9 74.3 72.2 72.4平均値 56.9 58.1 59.4 59.1 60.0
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【70.8】
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